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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市競技会場管理運営要項（案） 
 

１ 目 的 

この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市開催推進総合計画に基づき、本市で開催する、燃

ゆる感動かごしま国体（以下「大会」という。）における会場秩序の保持と円滑な運営を図るため、

会場に入場又は退場しようとする全ての者（以下「入場者等」という。）が遵守すべき事項を定める

ものとする。 

 

２ 適用範囲 

この要項において、「会場」とは、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会（以下「実行委

員会」という。）が使用する競技会場及び練習会場の施設（通路、駐車場、休憩所等の関連施設を含

む。）並びに敷地をいう。 

 

３ 管理運営者 

  この要項に基づく会場の管理運営者は、実行委員会会長（以下「会長」という。）とする。 

 

４ 権限委任 

  会長は、この要項の施行に関する権限を、各競技の統括責任者等に委任することができる。 

 

５ 持込禁止物 

  会場には次に掲げる物を持ち込んではならない。ただし、会長が調理関係等で特に認めたときは、 

この限りではない。 

   銃器類 

   刀剣類、包丁、ナイフ類その他鋭利な物（調理関係での利用を除く。） 

   毒物、劇物その他有害物質 

   発炎筒、爆竹、火薬、ガス等その他可燃性の危険物（調理関係での利用を除く。） 

   棒、ハンマー、鉄パイプ、チェーン、レーザーポイントその他凶器等として使用されるおそれの 

ある物 

   競技会の運営に支障を及ぼすおそれのある看板、横断幕、旗、プラカード 

   塗料類（ペンキ類） 

   スケートボード、ローラースケートその他これに類する遊具 

   無線通信機（携帯電話、ＰＨＳ等の携帯端末を除く。） 

   酒類（土産品を除く。） 

   ドライアイス（調理関係での利用を除く。） 

   動物類（盲導犬、聴導犬及び介助犬を除く。） 

   ホイッスル、拡声器、楽器その他これに類する大きな音が出る物 

   通行に支障を及ぼすおそれのある大型又は大量の荷物 

   その他競技会の運営若しくは進行を妨げ、又は妨げるおそれのある物 
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６ 禁止事項 

  会場においては、次に掲げる行為をしてはならない。ただし、会長が特に認めたときは、この限り 

ではない。 

   立入りを制限及び禁止された区域に正当な理由なく立入ること。 

   競技場、観客席等へ物を投げ入れ若しくは発射すること。 

   施設、器物、装置等を汚損若しくは破損し、又はみだりに操作を行うこと。 

   入場者等を脅迫、威圧、侮辱、挑発し、又は入場者等の通行の妨害となる行為をすること。 

   面会を強要し、又は会場内において居座ること。 

   抗議集会、デモ等会場の秩序を乱すおそれのある行為をすること。 

   所定の場所以外において、喫煙又はゴミその他の汚物を廃棄すること。 

   アルコール、薬物その他の物質により酪酊した状態で入場し、又は入場しようとすること。 

   所定の場所以外への車両若しくは自転車を乗り入れ、又は所定の場所以外に駐車若しくは駐輪 

すること。 

   電熱器、ガスコンロ（調理関係を除く。）その他これらに類する火気を使用すること。 

   テント、小屋掛けその他これらに類する工作物を設けること。 

   許可なく商行為、寄付金の募集、広告物の掲示等の行為をすること。 

   文書、図画、印刷物その他の物を配布又は掲出すること。 

   宣伝、勧誘、署名活動、演説、講演、布教、集会又は喧騒にあたる行為をすること。 

   設備等に施された錠、封印、テープ等を損壊、開封、改変すること。 

   会場内でのフラッシュ撮影及び禁止した区域で撮影すること。 

   競技中の携帯電話、ＰＨＳ等の携帯端末を利用した通話及びマナーモード等の競技に影響を及ぼ 

さない設定以外で使用すること。 

   無人飛行機（ドローン、カメラ、搭載型マルチコプター、ラジコン等）を使用すること。 

   その他会場秩序の保持と円滑な運営を妨げ、入場者等に迷惑若しくは危険を及ぼし、又はそのお 

それのある行為をすること。 

 

７ 遵守事項 

  会場へ入場する者は、次の事項を遵守しなければならない。ただし、会長が特に認めたときは、こ 

の限りではない。 

   ＩＤカード、身分証明書等の掲示を求められたときは、これに応じること。 

   手荷物、所持品等の検査を求められたときは、これに応じること。 

   会場係員の指示、案内、誘導等に従い行動すること。 

   指定された場所において観覧し、係員等から席の移動を求められたときは、これに従うこと。 

 

８ 入場の制限等 

   会長は、この要項の規定に違反した者、あるいは係員の指示に従わない者に対し、入場を拒否し、 

又は退場を拒否し、又は退場を命ずるなどの必要な措置をとることができる。 
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   会長は、会場や観客スタンドに入場しようとする人数が定員に達すると判断した場合及び競技会 

の安全な運営のために必要と認められる場合には、雑踏事故防止を目的として、入場制限等を実施 

することができる。 

 

９ その他 

この要項に定めるもののほか、この要項の施行に関し、必要な事項は、会長が別に定める。 

  また、競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項を準用する。 
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市リハーサル大会開催要領（案） 
 

１ 目 的 

燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市リハーサル大会開催基本計画に基づき、「燃ゆる感動 

かごしま国体」（以下「国体」という。）の開催を見据え、国体開催時に必要となる内容を 

一部盛り込み、薩摩川内市で開催される各競技会運営能力の向上に資するとともに、市民の 

国体や競技に対する関心を高め、かつ理解を深めることを目的として、県、競技団体及び大 

会関係機関等と協力し、国体のリハーサル大会（以下「大会」という。）を開催する。 

 

２ 大会名称 

   ホッケー競技       「男子第６１回・女子第４１回全日本社会人ホッケー選手権大会」 

   ウエイトリフティング競技 「内閣総理大臣杯第５６回全日本社会人ウエイトリフティング選手権大会 」 

                「レディースカップ第１１回全日本女子選抜ウエイトリフティング選手権大会」 

  軟式野球競技       「第４１回西日本軟式野球大会（２部）」 

   空手道競技        「第４回全九州マスターズ空手道選手権大会」 

  ※バスケットボール競技については、大会を実施しない。 

  ※ただし、緊急時等により大会を変更する場合は、この限りではない。 

 

３ 会場配置等 

  会場配置 

国体開催競技を見据えた会場配置とする。 

国体の会場配置とは異なるが、国体時の配置予定位置にラインテープ等で目印をつける

などし、国体時の配置や動線をイメージできるよう工夫する。 

 

  動線確保 

国体で多数の大会関係者、一般観覧者等が訪れることを想定し、大会においても、大会 

参加者及び一般観覧者等の進入可能エリアを区分するなど、それぞれの動線を確保できる 

よう工夫する。 

 区  分 概  要 

会場入口 
・大会関係者等の出入口と、一般観覧者等の出入口は別とし、

選手等の動線に配慮する。 

会 場 内 

・大会参加者等と一般観覧者等の進入可能エリアを区分するた

め、大会関係者等にはＩＤを配布し、管理する。 

・ＩＤ管理の場所には、競技会係員及び警備員等を配置する。

   ※ＩＤとは身分証明として表示するもの 

４ 運営用物品等 

国体を想定し、大会においても国体時に必要となる運営用物品等を一部配置する。 

これについては、作業量及び必要人員等を見極めるとともに、改善点等を発掘し、国体開

催の基礎とする。 
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５ 競技運営 

  競技運営 

各競技団体と密接に連携し、合理的かつ効率的に行う。 

 

  競技役員等の編成 

競技団体の実情を踏まえながら、国体を見据えた編成とする。ただし、国体と大幅に大 

会規模が異なる場合は、その限りでない。 

 

  競技記録の収集及び速報 

競技団体との連携のもと、国体を想定した内容とし、迅速かつ正確な記録の収集、速報

に努める。 

 

６ 式 典 

開・閉会式及び表彰は、各大会要項に基づき定めるものとし、過度に華美にせず、競技運

営に支障のない規模で実施する。 

なお、国体ＰＲとして、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会（以下「実行委員

会」という。）が行う国体ダンス等の取組みは積極的に実施する。 

 

７ 競技会係員等の配置 

  競技会係員 

 各競技会場において、競技以外の業務に従事する競技会係員を配置する。 

 

  競技補助員及び競技会補助員 

市内中学校、高等学校等の協力のもと、各競技会場の競技運営は競技補助員とし、競技 

以外の業務については競技会補助員として配置する。 

 

  ボランティア 

   市民総参加の実りある大会を実現するため、市民協働の観点から、ボランティアで参加

される方は、原則、各競技会場の競技会補助員に配置する。ただし、必要に応じて競技補

助員等に配置することができる。 

 

８ 医療救護 

各大会参加者及び一般観覧者等の怪我や体調不良に備え、大会関係機関等の協力を得て医

療救護体制を整える。一般観覧者の対応については、必要に応じて競技会係員等を配置す

る。 

 

９ 環境美化 

各会場内及び会場周辺を清潔かつ快適に保つため、必要に応じて競技会係員等を配置す

る。 
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10 輸送等 

各会場周辺の駐車可能台数が限られているため、競技役員等については、宿舎と会場間の

計画輸送を調整する。 

また、臨時駐車場からの計画輸送等、適切かつ臨機の対応を図るため、必要に応じて競技

会係員等を配置する。 

 

11 警備･消防 

雑踏事故、火災及びその他の災害・事故等による被害を未然に防止し、緊急時に適切な対

応を図る。 

また、大会関係機関及び施設管理者等と連携を図るとともに、必要に応じて競技会係員等

を配置する。 

 

12 広報・大会ＰＲ 

国体に対する市民の関心を高めるため、大会開催を国体ＰＲの機会と捉え、ポスター等を

作成して周知するとともに、各会場周辺に必要に応じて、国体ＰＲのぼり旗等を設置する。 

また、国体の開催に関心を持ってもらい、会場に足を運んでもらうため、国体関連グッズ 

等の配布や、特産品試食等の誘客策を必要に応じて実施する。対応については必要に応じ

て、競技会係員等を配置する。 

 

13 接伴・装飾等 

各大会参加者等を温かく迎えるため、必要に応じて歓迎のぼり旗、市内小・中学生が作成

した手作りのぼり旗のほか、花を植えたプランターなどにより各会場及び会場周辺を装飾

し、歓迎の雰囲気を創出する。 

 

14 売店等 

各会場に土産品を販売する売店の設置や無料ドリンク等を実施するとともに休憩所を設置

し、各大会でのおもてなしを実施する。また、必要に応じて競技会係員等を配置する。 

 

15 観光等 

大会プログラムに薩摩川内市の紹介等を掲載するほか、各大会の関係機関の協力のもと、

大会参加者等へ薩摩川内市の観光ＰＲを実施する。 

 

16 その他 

この要領に定めるもののほか、大会開催に必要な事項は、実行委員会の各種基本計画及び

要項等に準じて実施する。 
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市式典実施要領（案） 
 

１ 目 的 

この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市式典基本計画に基づき、「燃ゆる感動か 

ごしま国体」（以下「国体」という。）における式典の実施について、必要な事項を定める 

ものとする。 

 

２ 式典運営 

  式典の運営は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会（以下「実行委員会」とい 

う。）が組織する実施本部及び競技団体等が連携して実施する。その他に式典協力者が必要 

になる場合には、大会の関係機関及び団体等へ協力を得るものとする。 

 

３ 式典内容 

  開始式及び表彰式の内容は、原則、次のとおりとする。ただし、内容及び所要時間につい 

ては、各競技の要項のとおりとし、選手のコンディション等への配慮に努めるものとする。 

  開始式                   表彰式 

 ア 開式通告                ア 開式通告 

 イ 競技会開始宣言             イ 成績発表 

 ウ 国旗掲揚（儀礼）            ウ 表彰状授与 

 エ 諸旗（大会旗・実施競技団体旗・     エ 大会会長トロフィー（優勝杯）授与 

   県旗・市旗）掲揚（儀礼）        オ 閉会のあいさつ 

 オ 大会会長トロフィー（優勝杯）返還    カ 歓送のことば 

 カ 開会のあいさつ             キ 諸旗（大会旗・実施競技団体旗・県 

 キ 歓迎のあいさつ               旗・市旗）降納（儀礼） 

 ク 選手宣誓                ク 国旗降納（儀礼） 

 ケ 閉会式通告               ケ 競技会終了宣言 

                       コ 閉式通告 

 

４ 式典音楽 

 式典で使用する音楽は、各競技に応じて、競技団体等と密に協議する。 

 

５ 式典マニュアル等 

大会において各競技団体等と密接に連携し、合理的かつ効率的に行うため、式典マニュア 

ル等を作成し、スムーズに大会運営ができる取組み等を検討し実施する。 

 

６ その他 

この要領に定めるもののほか、大会開催に必要な事項は、実行委員会の各種基本計画及び

要項等に準じて実施する。また、競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項

を準用する。 
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市宿泊要項（案） 
 

１ 目 的 

この要項は、県の燃ゆる感動かごしま国体合同配宿実施方針及び燃ゆる感動かごしま国体薩摩川

内市宿泊・弁当基本計画に基づき、燃ゆる感動かごしま国体（以下「大会」という。）に参加する

選手、監督、役員及び視察員、報道員その他関係者（以下「大会参加者等」という。）の宿泊につ

いて、必要な事項を定める。 

 

２ 実施方法 

原則、県の燃ゆる感動かごしま国体合同配宿実施方針（以下「実施方針」という。）に基づき、

燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会（以下「実行委員会」という。）は、関係機関・団

体と十分な調整を行い、大会参加者等の宿泊を確保する宿泊業務を実施するものとする。 

 

３ 合同配宿の体制 

  実行委員会は実施方針に基づき、「燃ゆる感動かごしま国体合同配宿本部（仮称）」の支部事 

務局を設置する。 

 

４ 宿泊料金 

  宿泊料金は、原則、実施方針を準用する。 

 

５ 昼食弁当 

  昼食弁当は、原則、実施方針を準用する。 

 

６ 宿泊業務の委託 

  実行委員会は実施方針に基づき、宿泊業務の全部または一部を関係団体等に委託できるものと 

する。 

 

７ その他 

   大会関係者等が、実行委員会に対して宿泊及び弁当の斡旋を希望しない場合は、この要項は適

用しない。 

   この要項に定めるもののほか、大会の宿泊業務の実施に関して必要な事項は別に定める。 

   競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項を準用する。 
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市医療救護実施要項（案） 

 

１ 目 的 

この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市医事衛生・環境美化基本計画に基づき、燃ゆる

感動かごしま国体（以下「大会」という。）における医療救護の実施に関して必要な事項を定め

る。 

 

２ 救護本部の設置 

大会期間中は燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会（以下「実行委員会」という。）に

救護本部を設置し、競技会場及び練習会場の従事者、宿舎の管理者並びに関係機関との連絡調整を

図り、医療救護業務を統括する。ただし、必要がない場合は、この限りではない。 

 

３ 競技会場における医療救護 

  救護所設置 

 ア 救護所を競技会場敷地内に設置し、必要に応じて医師、看護師、保健師、競技会係員等によ

り編成する救護係を設置する。 

   設置に当たっては、衛生管理に留意し、傷病者が十分休養できるように努めるとともに、医

療品、医療器具（ＡＥＤを含む。）その他必要な物品（以下「医療品等」という。）を配備す

る。 

 イ 設置期間は、原則として大会の各競技会の競技日とする。 

 ウ 開設時間は、原則として大会の競技開始３０分前から競技終了時までとする。 

   ただし、必要に応じて延長できるものとする。 

 

  業務内容 

 ア 救護係の従事者は、傷病者が発生した場合は、必要に応じて応急処置を行うとともに、処置

記録書（様式第１号）に所定の事項を記載する。ただし、急を要する場合を除く。 

 イ 医療機関に搬送する必要がある傷病者が発生した場合は、直ちに救急自動車等の出動を要請

するなど搬送措置を講ずる。 

   この場合においては、必要に応じて処置記録書（様式第１号）の写しを関係者へ渡し、搬送

の際には必ず医療機関を受診する傷病者のチーム関係者（同行者）等（以下「チーム関係者

等」という。）を同行させるものとする。ただし、傷病者が対応できる場合は、この限りでは

ない。 

  ウ 傷病者を医療機関へ搬送した場合は、救護係は速やかに救護本部へ報告する。 

また、傷病者のその後の病状経過を把握するように努め、入院患者が発生した場合は、救護係

はその都度救護本部へ報告する。 

エ 実行委員会は、大会期間中、選手・監督、関係者や、一般観覧者等に入院患者が発生した場合 

は、必要に応じて燃ゆる感動かごしま国体・燃ゆる感動かごしま大会実行委員会（以下「県実行 

委員会」という。）へ薩摩川内市入院患者発生速報（様式第３号）をＦＡＸにより、速やかに報 

告する。 

また、大会終了後は、薩摩川内市救護所等取扱患者一覧表（様式第４号）をＦＡＸにより、県 

実行委員会へ報告する。ただし、大会において、県実行委員会への報告義務がない場合は、この 
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限りではない。 

 

４ 練習会場における医療救護 

大会において、関係機関・団体と協議のうえ、必要に応じて前項に準ずる。 

 

５ 宿泊施設における医療救護 

   宿泊施設の管理者は、救急自動車等を必要としない傷病者が発生した場合は、最寄りの医療機関

を紹介する。この場合には、チーム関係者等を同行させるものとする。 

   宿泊施設の管理者は、医療機関へ搬送する必要のある傷病者が発生した場合は、必要に応じて救

急自動車等の出動を要請する。この場合には、チーム関係者等を同行させるものとする。 

   チーム関係者等は、傷病者が医療機関に搬送された場合は、救護本部に次の事項を速やかに報告

する。ただし、夜間の場合は翌日の報告とする。 

ア 傷病者の住所、氏名、性別、年齢及び連絡先 

イ 参加区分及び競技種目 

ウ 宿泊施設名及び連絡先 

エ 事故または傷病の発生時間、発生場所、傷病内容、発生原因、処置内容、使用医薬品及び現

在の状況並びに競技参加の支障の有無 

オ 搬送した医療機関及び搬送方法 

カ 付添者の氏名及び連絡先 

 

６ 事務処理 

救護所の医師、看護師、保健師、競技会係員等は、業務の実施に当たりお互いに連携を図りなが

ら、所定の事項を記載のうえ、事務処理をする。 

   処置記録書（様式第１号） 

   救護日誌（様式第２号） 

   薩摩川内市入院患者発生速報（様式第３号） 

   薩摩川内市救護所等取扱患者一覧表（様式第４号） 

 

７ アンチドーピング 

救護所及び練習会場に配備する医療品等については、大会の関係機関・団体等の協力を得て、ア

ンチドーピングに細心の注意を払って対応する。 

 

８ 医療費の負担 

  医療機関は、傷病者が保険証を提示して受診した場合は医療費の患者負担分を、提示しないで

受診した場合は医療費の全額を、傷病者本人から徴収する。 

   救護所、練習会場での応急措置及び救急自動車等による搬送に要した費用は、傷病者の負担とし

ない。ただし、大会の実行委員会関係者以外で対応した個々の内容は、傷病者本人の負担とする。 

 

９ 関係機関への協力要請 

  実行委員会は、大会の関係機関の協力を得て、医療機関及び地元消防署に対し、傷病者の受け入れ

及び搬送の医療救護対策への協力を要請する。 
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10 その他 

   医療救護関係者の服装は、各職種に応じたものとする。 

   医療救護関係者の心得として、傷病者に対して親切・迅速な対応に努め、傷病者の状況を記録す

る。     

   救護所関係書類の保管及び関係医療機関等との連絡においては、個人情報の保護に十分注意す

る。   

   県実行委員会へ報告する内容については、県要項等を準ずる。 

  この要項に定めるもののほか、大会の医療救護に関して必要な事項は、別に定める。 

   競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項を準用する。 
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（様式第１号） 

 

処 置 記 録 書 

処 置 記 録 

 

発症場所 

 発行番号  

 

発行日時 

年  月  日(  )

・競技中・観戦中・移動中 

・その他（      ） 
    時  分頃 

 

受 

診 

者 

情 

報 

ふりがな 

氏  名 

生年月日 

他 

 

 

Ｍ・Ｔ・Ｓ・Ｈ     男 ・ 女 

  年  月  日生     歳 

参加区分 
□選手  □監督  □役員 

□観客  □その他（      ）

競 技 名  

 

 

会 場 名  

 

 
 

住 所 

連 絡 先 

 

都道府県名（       ） 

 

 

（TEL     －   －    ） 

 

（携帯   －   －    ） 

 

 

付 添 者
 

(TEL     －    －   )

 

保険証所持

の有無 
   

有  ・  無 

 

 

応 

急 

手 

当 

の 

内 

容 

 

１ 傷病内容 

  胃腸障害、感冒、貧血、頭痛、熱中症、疲労、眼症、耳症、打撲、捻挫、 

  骨折、脱臼、筋腱断裂、（挫・切・裂）創、歯牙の外傷 

   （受傷部位：                  ） 

   その他（                    ） 

 

２ 発症（事故）原因 

 

３ 処置内容（処置時間：  時  分） 

 

４ 使用医薬品 

 

５ 転帰、患者への指示（搬送： 有 ・ 無  ） 
 
 
          記入者（課・職・氏名）         （内線   ） 
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（様式第２号） 

救   護   日   誌 

 

大 会 名  記入者名(課名・職・氏名)

年 月 日 年  月  日（ ）天候： 
(内線    )

競 技 名  救 護 所 

開設時間 

     時  分から 

競技会場       時  分まで 

 

担当従事者氏名 従  事  時  間 

医  師 
     時  分から    時  分まで 

     時  分から    時  分まで 

看護師・保健師 
     時  分から    時  分まで 

     時  分から    時  分まで 

係  員 
     時  分から    時  分まで 

     時  分から    時  分まで 

そ の 他 
     時  分から    時  分まで 

     時  分から    時  分まで 

 

取  扱  患  者  数 左記のうち医療機関搬送数 

選  手             人             人 

監  督             人             人 

役  員             人             人 

観  客             人             人 

そ の 他             人             人 

合  計             人             人 

傷   病   者 内       容 

診療依頼書発行番号 氏     名 搬送の有無 搬送機関 傷   病 

  
 有 ・ 無 

  

  
 有 ・ 無 

  

  
 有 ・ 無 

  

  
 有 ・ 無 

  

  
 有 ・ 無 

  

  
 有 ・ 無 

  

  
有 ・ 無 
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（様式第３号） 

 

薩摩川内市入院患者発生速報       （ＦＡＸ番号099-286-5553） 

 

 燃ゆる感動かごしま国体・燃ゆる感動かごしま大会実行委員会事務局 様 

 （鹿児島県国体・全国障害者スポーツ大会局） 

 

大 会 名  
報 告 者 

(課・職・氏名) 
 

競 技 種 目  会  場  

 

患 

 

者 

氏   名 
 生年月日 

性  別 

年  月  日生 

    □男   □女 

都道府県名 
 

参加区分 
□選手 □監督 □役員 

□観客 □その他（  ） 

宿 舎 名  

発 生 時 間 
              □午前 
    月  日（ ）          時   分 
              □午後 

発 生 場 所 
 

発 生 原 因 

及 び 状 況 

 

症 状 

（ 傷 病 ） 

 

競 技 参 加 の 

支 障 の 有 無 

 

入院先医療機関名 
 

使 用 医 薬 品 
 

備 考 
 

 

燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会事務局 

 （薩摩川内市 商工観光部 国体推進課） 

   住 所 〒895-8650 薩摩川内市神田町３番２２号 

電 話 0996-23-5111 

ＦＡＸ  0996-20-5570 

メール kokutai-kyogi@city.satsumasendai.lg.jp 

15



（様式第４号） 

薩摩川内市救護所等取扱患者一覧表 

 

   月   日（ ）  大会名                               

             競技名              会場名              

区  分 
取 扱 患 者 数 うち医療機関搬送者の数 

選手 監督 役員 観客 その他 計 選手 監督 役員 観客 その他 計 

胃腸障害 
男             

女             

感 冒 
男             

女             

貧 血 
男             

女             

頭 痛 
男             

女             

熱中症 
男             

女             

疲 労 
男             

女             

眼 症 
男             

女             

耳 症 
男             

女             

打 撲 
男             

女             

捻 挫 
男             

女             

骨 折 
男             

女             

脱 臼 
男             

女             

筋腱断裂 
男             

女             

(挫・切・裂) 

創 

男             

女             

歯牙の 

外 傷 

男             

女             

その他 
男             

女             

 男 計             

女 計             

 合  計             
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市環境衛生対策要項（案） 
 

１ 目 的 

この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市医事衛生・環境美化基本計画に基づ

き、燃ゆる感動かごしま国体（以下「大会」という。）における環境衛生対策に万全を期

するため、必要な事項を定める。 

 

２ 実施方法 

燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会は、燃ゆる感動かごしま国体・燃ゆる感

動かごしま大会実行委員会と相互に連絡調整を図るとともに、大会の関係機関等の協力を

得て環境衛生対策を実施する。 

 

３ 環境衛生対策 

  会場の環境美化 

大会の関係機関・団体等と連携し、競技会場及び練習会場等の衛生管理体制を確立

し、会場を清潔に保持するよう努める。 

  河川・道路等の美化 

大会の関係機関・団体等と連携し、会場、宿舎等の周辺における河川、道路等公共の

場所の掃除を積極的に行うとともに、ごみの不法投棄、空き缶等のポイ捨ての防止に向

けた啓発に努める。 

  宿舎の衛生対策 

大会の関係機関・団体等と連携し、宿舎の管理者に対し、宿泊者が快適な条件のもと

過ごせるよう宿舎及びその周辺の環境衛生の保持に努めるよう指導する。 

  飲料水の衛生対策 

大会の水道事業者、その他関係機関と連携し、必要に応じて水質検査等を行うととも

に、施設等の維持管理に関する指導の強化を図るなど、飲料水の衛生保持に努める。 

 

４ その他 

  この要項に定めるもののほか、大会の環境衛生対策に関して必要な事項は別に定め 

る。また、競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項を準用する。    
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市防疫対策要項（案） 
 

１ 目 的 

この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市医事衛生・環境美化基本計画に基づき、燃ゆる

感動かごしま国体（以下「大会」という。）における防疫対策について万全を期するため、必要な

事項を定める。 

 

２ 実施方法 

燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会は、燃ゆる感動かごしま国体・燃ゆる感動かごし

ま大会実行委員会と相互に連絡調整を図るとともに、関係機関・団体等の協力を得て防疫対策を実

施する。 

 

３ 防疫対策 

  衛生に関する意識向上の啓発 

     感染症の発生防止のため、大会に参加する選手・監督、大会役員、その他関係者及び一般観覧

者（以下「大会参加者等」という。）に対し、ホームページ、広報誌、ポスター、リーフレット

等を活用し、保健衛生に関する正しい知識の普及・啓発を図る。 

   感染症に関する情報の収集及び提供 

ア 大会参加者等の感染症患者についての情報収集 

大会参加者等に感染症患者が発生した場合は、関係機関が迅速に対応できるよう必要な連絡

体制を整備する。 

イ 大会期間中の注意喚起 

鹿児島県内及び薩摩川内市内での流行状況を常に監視し、ホームページ等を活用し大会参加

者等への情報提供及び注意喚起に努める。 

   感染症患者（疑似症患者、無症状病原体保有者を含む）の措置 

大会参加者等に感染症患者が発生した場合は、患者に対して医療機関に関する情報を迅速に提

供するなど、適切な治療を受けられるよう努めるとともに、感染の拡大防止に向けて必要な措置

を講じる。 

 

４ その他 

 この要項に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 また、競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項を準用する。 
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市食品衛生対策要項（案） 
 

１ 目 的 

この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市医事衛生・環境美化基本計画に基づき、燃ゆる感

動かごしま国体（以下「大会」という。）に全国から参加する選手・監督、役員、視察員、報道員及

びその他関係者並びに一般観覧者（以下「大会参加者等」という。）の食生活の安全を期するため、

必要な事項を定める。 

 

２ 実施方法 

燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会（以下「実行委員会」という。）は、大会の関係機

関（管轄保健所）等への協力を得て関係法令に基づき、宿舎を含む関係施設等の食品衛生対策を実施

する。 

 

３ 食品衛生計画 

(1) 食品衛生に対する意識の向上 

大会に参加する食品関係事業者及び市民並びに大会参加者等へ食品衛生に関する意識の向上

を図り、食品の衛生的取扱いの向上を図る。 

(2) 関連施設等に対する監視、指導等 

管轄保健所の協力を得て、関係法令等に基づき、宿泊施設、弁当調理施設、食品取扱施設等に

対する監視、指導及び検査を強化し、施設の整備促進及び食品の衛生的取扱いの向上を図る。 

(3) 土産食品の衛生対策 

管轄保健所の協力を得て、関係法令等に基づき、土産食品製造施設及び販売施設等に対する監

視、指導等を強化し、土産食品の衛生確保及び適正表示の徹底を図る。 

(4) 会場等における食品販売店対策 

管轄保健所の協力を得て、関係法令等に基づき、競技会場等の食品販売店に対して、食品衛生 

に関する体制強化を図る。 

(5) 健康診断 

管轄保健所の協力を得て、関係法令等に基づき、食中毒の発生予防を重点とした健康診断等の実

施を励行し、食品衛生に関する体制強化を図る。 

ア 対象者 

(ｱ) 大会参加者等が宿泊する施設の食品関係従事者 

(ｲ) 大会参加者等に昼食（弁当を含む。）を提供する食品関係従事者 

(ｳ) 競技会場等において食品を提供する売店の従事者 

(ｴ) その他実行委員会が必要と認めた者 

イ 実施時期及び回数 

関係法令に基づき、対象者に対して管轄保健所と連携を図り、原則、大会前の概ね１か月以内

に１回実施するよう依頼する。 

ウ 病原体保有者に対する対策 

検査の結果、病原体保有者と判断された者については、感染症の予防及び感染症の患者に対す

る医療に関する法律等に基づき必要な対策を講じる。 

 

19



(6) 食中毒発生時の対応 

大会参加者等に食中毒患者が発生した場合は、食品衛生法等に基づき必要な措置を講じるとと

もに、関係機関が迅速に対応できるよう、緊急時に必要な連絡体制を整備する。 

 

４ 講習会等への参加 

大会の食品を取扱う責任者等は管轄保健所及び実行委員会が開催する食品衛生講習会等へ積極的

に参加すること。 

 

５ その他 

この要項に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。また、競技別リハーサル大会においても、 

必要に応じてこの要項を準用する。 
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市ふるまいコーナー設置運営要項（案） 
 

１ 目 的 

  この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市観光基本計画及び市民運動基本計画に基づき、燃

ゆる感動かごしま国体（以下「大会」という。）に全国から参加する選手・監督、役員、視察員、報道

員、その他関係者及び一般観覧者（以下「大会参加者等」という。）を温かくお迎えするとともに薩摩

川内市を全国にアピールするため、ふるまいコーナーの設置及び運営に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

 

２ 設置場所 

  ふるまいコーナーの設置場所は、各競技会場敷地内とする。 

 

３ 設置期間及び開設時間 

   設置期間は、各競技会の開催期間中とする。 

   開設時間は、大会の１日当たり４時間以内とし、競技開始から競技終了までの間とする。また、 

準備及び片付けはこれらに含まれるものとする。ただし、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行 

委員会（以下「実行委員会」という。）は必要に応じて変更できるものとする。 

 

４ 対象者 

  大会参加者等。ただし、競技役員、競技会係員等大会の従事者は含まない。 

 

５ 提供内容 

  大会の１会場当たり１～３品、１品当たり３００食程度。ただし、実行委員会は必要に応じて変更 

できるものとする。 

 

６ 業務内容 

  ふるまいコーナーの設営及び開設準備に関すること。 

  大会参加者等に関して、飲食物等のふるまい品を提供し、接待するものとする。 

   提供するふるまい品等の検収及び管理に関すること。 

   ふるまいコーナー及び周辺の整理整頓を心がけ、衛生保持に努める。 

 

７ その他 

この要項に定めるもののほか、ふるまいコーナーの設置運営に関して、必要な事項は別に定める。 

  また、競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項を準用する。 
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（様式第１号）  

  年   月   日  

（宛先）燃ゆる感動かごしま国体 
薩摩川内市実行委員会 
会  長  岩 切 秀 雄  

                           申請者住所  
   
                           商号または名称  
   
                           代表者氏名                                     印  
   

  

売 店 出 店 申 請 書 

  

燃ゆる感動かごしま国体において、薩摩川内市実行委員会が運営する会場内に、売店を出店した

いので、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市売店設置運営要項第１０項の規定に基づき申請しま

す。また、以下の項目について相違ない旨を、売店出店申請書提出をもって誓約します。誓約内容

の確認のため、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会が本申請書を以て関係官庁に調査、

照会することを承諾します。  
  
１ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号及び

新居浜市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は

法第２条第２号及び条例第２条第１号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有す

る者（以下「暴力団員等」という。）ではありません。  
２ 販売員として、暴力団員等を使用し、又は雇用していません。  
３ 出店品目の販売において、法令等に違反して、過去１年間処分を受けていません。また飲食物

を販売する場合、過去３年間食中毒等における行政処分を受けていません。  
４ 薩摩川内市税の納税義務は怠っておりません。 

**************************************************************************************** 

  

１ 出店希望会場                                   （競技名：                 ）   

  

２ 出 店 期 間   平成  年  月  日（  ）～平成  年  月  日（  ）  

  

３ テント(２間×３間)必要数                     張   

  

４ 添 付 書 類  ・売店出店概要書（様式第２号）  

                        ・売店従業員名簿及び搬入搬出車両予定表（様式第３号）  

                       ・営業に関する許可書等の写し  

                       ・薩摩川内市税納税証明書またはそれに代わるものの写し  

 

担当者所属：            

担当者氏名：                         電話番号：      

F  A  X：                          E - m a i l：      
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（様式第２号）  

売 店 出 店 概 要 書 

 

所 在 地 
〒  

  

商 号 ま た は 名 称   

代  表  者  氏  名   

連 絡 先 〔電話〕            〔FAX〕  

出  店  担  当  者 〔電話〕  

業 種   

主  要  取  扱  品  目   

営 業 開 始 年 月 日   年  月  日   従業員数        人  

過去の国体での販売実績 有 （                ） ・ 無  

過去 3 年間の食中毒発生事故歴 有 （                ） ・ 無  

火  気  の  使  用  有 （                ） ・ 無  

電  気  の  使  用 有 （ 発電機 ）  ・ 無  

販売品目価格等一覧表（書ききれない場合は別紙でも可）  

№  商  品  名  販売予定数量  販売予定価格  備 考  

１          

２          

３          

４          

５          

６          

７          

８          

９          

10          

※ 火気の使用が「有」の場合は、その種類を記入ください。（例：ガスコンロ） 
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（様式第３号）  

売店従業員名簿及び搬入搬出車両予定表 

 （商号又は名称                                 ）  

１ 従業員名簿  

従事日  競技名（競技会場名） 売店責任者  販売員  販売員  販売員  

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

             

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

月  日    
ふりがな  性別   性別   性別   性別 

            

※売店責任者及び販売員にはふりがなを記入してください。  

※売店責任者及び販売員の本人確認書類（原則、免許証やパスポートの写しなど顔写真付のもの）

を添付してください。  

  

２ 車両予定表  

会 場  車両の種類  車両ナンバー  備 考  

        

        

        

        

        

（注）車両の種類は、「２トントラック」、「軽トラック」などを記入してください。  

   駐車車両、搬入搬出用車両の別を備考欄に記入してください。 駐車車両は原則１台とします。  
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（様式第４号）  

 薩 国 実 第    号   

   年  月  日  

  

                     様  

  

燃ゆる感動かごしま国体 
薩摩川内市実行委員会 
会 長 岩 切 秀 雄 

  

売 店 出 店 許 可 証 

  

  年  月  日付で申請のありました、燃ゆる感動かごしま国体において、燃ゆる感動
かごしま国体薩摩川内市実行委員会が運営する会場内での売店出店について、次のとおり許
可します。  
  

商号又は名称 

 

代表者職氏名 

 

 住 所（所在地）

 

出店許可会場 

 

出店許可期間 年  月  日（  ） ～    年  月  日（ ） 

出店許可品目 

 

遵 守 事 項 

１ 本許可証を売店内に掲示すること。 

２ 売店の出店に関しては、関係法令等及び燃ゆる感動かごしま国体

薩摩川内市売店設置運営要項を遵守すること。 
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市案内所設置運営要項（案） 
 

１ 目 的 

  この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市観光基本計画に基づき、燃ゆる感動かごしま国体

（以下「大会」という。）に全国から参加する選手・監督、役員、視察員、報道員、その他関係者及び

一般観覧者に対し、競技会、宿泊、交通、観光、物産等の案内及び、連絡業務等を行うための案内所

の設置及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 案内所の種類 

  大会の案内所は、総合案内所及び会場案内所とする。 

 

３ 設置場所 

  会場案内所の設置場所は、各競技会場敷地内とする。また、総合案内所の設置場所は、関係機関と

協議の上、別に定める。ただし、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会（以下「実行委員会」

という。）は設置に対して必要に応じて、変更できるものとする。 

 

４ 設置期間及び開設時間 

  各案内所の設置期間及び開設時間は、次のとおりとする。また、実行委員会は、実情に応じて変更

することができるものとする。ただし、リハーサル大会については、原則、総合案内所は設置しない

が、各競技で必要と認めた時は、その限りでない。 

(1) 総合案内所 

総合案内所設置期間は、競技会開催初日の２日前から競技会が終了する日までとし、開設時間

は、午前８時３０分から午後５時までとする。 

 

(2) 会場案内所 

会場案内所の設置期間は、各競技会の開催期間とし、開設時間は、開始式又は競技開始１時間

前から競技終了後３０分までとする。 

 

５ 業務内容 

(1) 総合案内所 

ア 総合案内所の管理運営に関すること。 

イ 配布物の管理に関すること。 

ウ 交通アクセスの案内に関すること。 

エ 競技日程の案内に関すること。 

オ 観光案内に関すること。 

カ その他各種案内に関すること。 

 

(2) 会場案内所 

ア 会場案内所の管理運営に関すること。  

26



 

 

イ 競技会案内に関すること。 

ウ 交通・宿舎・観光案内に関すること。 

エ 一般観覧者及び障がい者への対応に関すること。 

オ 迷子、遺失物、拾得物の受付に関すること。 

カ その他各種案内に関すること。 

 

６ 備付物品・消耗品等 

  大会の各案内所には、業務に必要な物品、消耗品等を備え付け、管理運営する。 

 

７ 関係機関及び団体の協力 

案内所の設置及び管理運営等を円滑に行うため、大会の関係機関及び団体等の協力を得て、実施す

るものとする。 

 

８ その他 

この要項に定めるもののほか、大会の案内所等の設置運営に関して必要な事項は別に定める。 

  また、競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項を準用する。 
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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市休憩所設置運営要項（案） 
 

１ 目 的 

  この要項は、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市観光基本計画に基づき、燃ゆる感動かごしま国体

（以下「大会」という。）に全国から参加する選手・監督、役員、視察員、報道員、その他関係者及び

一般観覧者（以下「大会参加者等」という。）の憩いの場を提供するため、休憩所の設置及び運営に関

し必要な事項を定めるものとする。 

 

２ 設置場所 

  大会の休憩所の設置場所は、各競技会場敷地内とする。 

 

３ 設置期間及び開設時間 

   設置期間は、大会の各競技会の開催期間中とする。 

   開設時間は、原則として大会の競技開始1時間前から競技終了後３０分までとし、準備及び片付 

けはこれらに含まれるものとする。ただし、燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会（以 

下「実行委員会」という。）は必要に応じて変更できるものとする。 

 

４ 業務内容 

  休憩所の設営及び開設準備に関すること。 

  大会参加者に関して、休憩場所を提供し、湯茶等で接待するものとする。 

   提供する湯茶等の検収及び管理に関すること。 

   休憩所及び周辺の整理整頓を心がけ、衛生保持に努める。 

   その他、管轄保健所や実行委員会で開催する食品衛生講習会等には積極的に参加すること。 

 

 

５ その他 

 この要項に定めるもののほか、休憩所の設置運営に関して必要な事項は別に定める。 

  また、競技別リハーサル大会においても、必要に応じてこの要項を準用する。 

28


